
平成２０年度 「第８回藤沢市３０日美術館」開催について

１．目 的

「藤沢市３０日美術館」は、ささやかであっても充実した美術展を開催す

ることで、活気とうるおいのある「芸術文化のまち」をめざすことを目的に

スタートした、期間限定の美術館です。

若手・故人にかかわらず、この湘南を拠点（あるいは出発点）として創作

活動に携わる作家の作品を紹介し、鑑賞と交流の場を提供するものです。

開催にあたっては、専門家による実行委員会を構成し、藤沢市教育委員会

との協議の上、企画の検討や作家の選出を行っています。

２．会 期

２００９年２月２４日（火）～３月２９日（日）ただし、月曜日休館

３．会 場

藤沢市民ギャラリー常設展示室

４．主 催

藤沢市教育委員会・第８回藤沢市３０日美術館実行委員会

５．内 容

～ 鉛筆画の異才 齋鹿 逸郎 抽象への憧れ ～

今年度は、誰もが小さな頃から親しんでいる鉛筆という素材を使い、独

自の“白”と“黒”の世界を作り出した齋鹿逸郎（さいか いつろう）の

遺作を展示します。

齋鹿氏は、1997 年藤沢市大鋸に居を構え、亡くなる 2007 年までの１０

年間、藤沢で創作活動を続けられました。

鳥の子和紙に 膠 で溶いた白亜と胡粉を塗り、鉛筆で隅々まで模様を描
にかわ

き、また白亜を塗るという作業を何度もくりかえし、白亜の“白”と鉛

筆の“黒”が織りなす独特の空間を浮かび上がらせます。気が遠くなる

ような鉛筆の軌跡で埋められた画面は、観る者を迷宮へと誘います。

６．入場料 無 料

７．事務局

藤沢市教育委員会生涯学習部 文化推進課

２００９年１月１６日

教育委員会定例会資料



藤 沢 市 ３０ 日 美 術 館 開 催 状 況
タイトル 開催日時 ジャンル 出品者 入場者数 実行委員会 内容

第１回
（H13）

ふじさわ・今日の作家展
2001.12.11～
2002.1.20

絵画
彫刻
陶芸

大木啓義・大庭京子・川口シノブ・
小玉政美・猿渡隆・加山哲也・
廣田徹 4,247人

石井　行・菊地彰子
小林信子・佐田　実
杉村明子・関根秀俊
平本公男・松本信子
森川貢太郎・矢田健爾

藤沢市美術家協会から
有志を募り、選出された５
名と、実行委員の推薦に
よる２名による展示。賛助出品：片岡球子・絹谷幸二・

山本正道

第２回
（H14）

荒木　襄太郎展
～知られざる画家の詩想・そ
の静謐なる宇宙～

2003.2.14～
3.20

油彩画 荒木　襄太郎 5,006人
加賀優記子・唐木信允
平本公男・松本信子
水沢　勉

地元でもほとんど無名の
画家であったが、清潔さと
静謐さにあふれる独自の
画風が好評を博した。

第３回
（H15）

新しい日本画への挑戦
上田　臥牛展
～鮮烈なる魂の軌跡～

2003.11.18～
12.21

日本画 上田　臥牛 3,812人
石井　行・加賀優記子
平松敬子・平本公男
水沢　勉

中央の画壇からあえて身
を引き、日本画の新しい
可能性を追求した。「樹
木」の代表作が特に好
評。

第４回
（H16）

菅沼　五郎展
～造型の意志・彫刻の詩～

2004.11.16～
12.19

彫刻 菅沼　五郎 3,038人
石井　行・加賀優記子
猿渡　　隆・平本公男
水沢　勉

朝倉文夫に師事し、自由
な心と直感で対象をとら
えた。藤沢で多くの弟子
に愛された、反骨の彫刻
家。

第５回
（H17）

塚本　茂展
～油彩の輝きを謳う～

2005.10.4～
11.6

油彩画 塚本　茂 7,204人
平本公男・水沢　勉
宮原青子・佐藤和彦
新田雅秀

中村彜に師事し、時流を
よそに写実の道を歩み続
けた。藤沢の現代美術の
礎を築いた油彩画家。

第６回
（H18）

藤沢市と丸木位里・丸木俊
展

2007.1.23～
2.25

油彩画
水彩画

丸木位里・丸木俊 4,718人
佐藤和彦・新田雅秀
平本公男・水沢　勉
宮原青子

妻、俊さんの原爆病療養
のため、片瀬山に６年間
夫婦で生活。原爆の図を
描きはじめ１６作中６作ま
でを完成。

第７回
（H19）

～炎の中から～
クリスタルガラス
各務　鑛三展

2008.2.19～
3.23

工芸 各務　鑛三 3,703人
佐藤和彦・新田雅秀
平本公男・土方明司
宮原青子

美術家協会会長を１８年
間歴任し、第１回市展か
ら精力的に作品出展をさ
れ、地元の芸術家との交
流を重ねてこられた。
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